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順 

議席 

番号 
氏    名        質       問       事       項 

１ 1８ 沢 田 正 己 
１．御崎漁港より、逢坂港までの湾岸道路の新設に

ついて 

２ ２０ 西山 富三郎 

１．市町村は最初の政府 

２．地方自治体の将来にとって大切な課題 

３．｢実質公債費負担比率｣の導入について 

３ ２ 西 尾 寿 博 １．大山診療所はどうなる 

４ ８ 岩井 美保子 
１．平成 18 年度収入未済額と不納欠損額について 

２．給食のあり方について 

５ ３ 吉原 美智恵 
１．大山町子ども教育の現状と 10 年後のビジョン   

 は 

６ １５ 二 宮 淳 一  
１．ごみ処理に要する経費の軽減について 

２．教育問題について 

７ ６ 森 田 増 範 

１．若者雇用促進の積極的な取り組みを 

２．大山恵みの里プラン・町民総参画運動の展開    

 を 

８ １３ 小 原 力 三 
１．大山診療所（大山町国民健康保険）の医師確保

について 

９ １６ 椎 木   学 
１．少子化､統合､耐震工事をどの様に調整するの  

 か 

１０ １１ 諸 遊 壌 司 
１．どこまで進んでいるのか「道の駅」構想 

２．どうなるのか大山診療所 

１１ ７ 川 島 正 寿 
１．職員の就業時間管理について 

２．福祉計画について 

１２ ４ 遠 藤 幸 子 
１．生ゴミを堆肥化で減量 

２．防災意識の啓発を 

１３ １４ 岡 田  聰 
１．交通安全対策の徹底について 

２．小規模農家の存続にも配慮を 

１４ １ 近 藤 大 介 

１．観光･物産のＰＲと情報収集を目的とした職員の

海外派遣について 

２．税の減免制度を明確にし、適正な課税を 

３．通信教育に助成を 

１５ １７ 野 口 俊 明 １．終戦記念日にサイレンの吹鳴を 

 

 


